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本研究では，3軸加速度センサを用いた 2種類の異なる信号処理方法から得られた下顎活動

量について，一般化可能性理論を用いて信頼性と解釈可能性を検討することを目的とした． 

対象は，咀嚼・嚥下系に問題のない健常有歯顎者 17名（平均年齢 23.2±1.3 歳）とした．

被験食品は咀嚼開始訓練食品（Process Lead®，大塚製薬工場）を 4gとした．下顎活動量計測

は，3軸加速度センサ（UB-301BT，エー・アンド・デイ社製）を前額部と下顎オトガイ中央部

2カ所に貼付し，90度座位姿勢にて，被験食品摂取時の開口から嚥下終了まで計測した．各

被検者につき 3回測定した．各被験者につき，1週間間隔で 2日の測定日を設け，3回の繰り

返し測定を実施した．得られた信号は積分値を算出し，3軸方向成分を合算したものを活動量

とした．また下顎オトガイ中央部から検出した下顎活動量（MA）と，MAを前額部の活動量で

補正した下顎活動量（CMA）の 2種類を算出した．信頼性の検討は，測定対象を被験者とし，

測定日と測定回数の 2 相とする一般化可能性研究（2相完全クロス計画）を行った．一般化可

能性研究で得られた分散成分から決定研究を実行し，測定条件を変化させた場合の信頼度指

数，測定の標準誤差（SEM）と最小可検変化の 95%信頼区間（95%CI of minimal detectable 

change: MDC95）を算出した．MAと cMAについて，一般化可能性研究では，被験者と測定日の

交互作用相が信頼性に及ぼす影響が大きかった．cMAでは MAよりも信頼度指数が向上した．

決定研究では，測定回数よりも測定日を増加させるほうが測定平均値の信頼度指数が上昇

し，SEMと MDC95は低下した． 

以上のことから，下顎活動量測定の測定では，前額部（頭部の動揺）を補正した下顎活動

量を使用し，複数の測定日から得られる測定平均値を使用することが信頼性と解釈可能性を

向上させることがわかった． 
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